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予防のための子どもの死亡検証（Child Death Review、以下 CDR）は，2020 年（令和 2年度）より

「予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業（以下、モデル事業）」として複数の自治体で

導入された。従来にない特徴を有する事業であり，これから新たに CDR を導入する自治体において，

関係機関の連絡調整やデータ収集・検証会議の運営などに関して困難に直面する懸念もある。そのた

め本研究班では CDR 導入・実践に際して参照しうる研修資料（以下「資料」）等を作成した。今後は

さらなる事業の拡大や実施状況の変更に応じて、資料の追加や修正を行なっていく必要がある。 

 

A. 背景 

 令和 2年度より，7府県において試行的に CDR

実施を行う CDR 体制整備モデル事業が導入され，

今年度はその 2年目に相当し，事業を実践しなが

ら各種知見を得られた。将来的には，本事業とし

て全国への拡充が期待される。 

 この事業の導入には，少なくとも関連する各部

門・機関の間で CDR に対する共通認識を持つこと

が必須であり，そのための研修資材等が順次拡充

されている。モデル事業の実践によって得られた

知見を研修資材の策定や改訂に活かす必要があ

る。 

 

B.方法 および C. 結果 

対象となる資料と該当部分 

1. 検証のチェック項目：医療事故調査制度との

関連に関する該当部分について監修した。 

2. 模擬検証：（該当なし） 

3. 医療者啓発動画：関連部分につき監修した。 

4. わが国の CDR 運営のためのガイダンス（2022

版）：1-4. 検証（のうち「医学的観点」の該

当部分） 

 

D.まとめ 

 CDR を実際に行う人を対象とした資材 4種類

（検証のチェック項目，模擬検証，医療者啓発動

画，わが国の CDR 運営のためのガイダンス（2022

版））を作成する中で，職種によって用語の定義

や調査票の捉え方の違いが明らかとなった。今後

もモデル事業等の継続実施によって経験の蓄積を

はかり，相互対話をとおして，様々な場面におい

て活用できる資料（ハード面）や参考となるノウ

ハウ（ソフト面）を構築し，多地域，多職種に共

通して用いうる「わが国の CDR」の構築につなげ

ていく必要がある。 

 

E．健康危機管理情報 

なし  

 

F．研究発表  

なし  

 

G．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む）  

１. 特許取得 なし  

２. 実用新案登録 なし  

３. その他 なし 


